
必込富山県

主とやまの治山・治水
みんなで応媛2000年国体

障害を乗り越え、ボランティアとして養護学校ヘラーメン作りに出向く堀彰さん。生徒たちとのふれあいを大切にしている。
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3月

セ
l
ナ
l
苑
全
面
改
築
完
了

障
害
者
福
祉
の
中
核
施
設
に

-
大
沢
野
町
坂
本
に
あ
る
障
害
者
の

た
め
の
複
合
施
設
「
セ
|
ナ
l
苑
」
で

は
、
知
的
障
害
者
更
生
施
設
「
の
ぞ
み

の
E
」
が
三
月
二
十
七
日
に
竣
工
。
こ

れ
に
よ
り
、
平
成
七
年
度
か
ら
五
力
年

計
画
で
進
め
ら
れ
て
き
た
改
築
整
備
事

業
が
す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。

め
ざ
し
て
お
り
、
新
設
さ
れ
た
応
用
課

程
で
は
、
よ
り
高
度
な
技
能
・
技
術
の

習
得
と
と
も
に
、
技
術
の
応
用
力
や
企

画
開
発
能
力
な
ど
総
合
的
な
も
の
づ
く

り
能
力
を
養
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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4月

9 

12 

県政ミニガイド 13 

14 

1 1 

2000年国体インフォメーション

とやまのやる気・元気

旭屋ラーメン庖長

堀彰さん

とやま感動案内

道の居肪丈見

比美乃江大橋

行ってみよう情報

-
セ
|
ナ
|
苑
は
知
的
障
害
者
の
社
会

的
自
立
を
目
的
に
昭
和
四
十
一
年
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
施
設
が
老
朽

化
し
た
こ
と
や
新
た
な
福
祉
一
丁
ズ
へ

の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
全
面
的
な
改
築
整
備
が
進
め
ら
れ

て
き
た
も
の
で
す
。

こ
こ
か
ら
、
新
世
紀
の
産
業
界
を
担

う
生
産
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
問
合
せ
北
陸
職
業
能
力
開
発
大
学
校

8
0
7
6
5
(2
4
)5
5
5
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新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
を
富
山
県
総
合
開
発
審
議
会
に
諮
問

-
四
月
二
十
日
、
富
山
県
総
合
開
発
審

議
会
が
富
山
市
内
で
開
催
さ
れ
、
県
か

ら
新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
が
諮
問

さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
総
合
計
画
は
平

成
十
三
年
度
を
初
年
度
と
す
る
十
年

間
の
計
画
で
、
二
十
一
世
紀
初
頭
の
県

づ
く
リ
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

圃
総
合
開
発
審
議
会
は
、
県
内
各
界
か

ら
の
委
員
五
十
五
名
と
専
門
委
員
等

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
計
画
の
内
容
を

具
体
的
に
審
議
す
る
四
つ
の
部
会
(
総

合
、
人
づ
く
リ
、
生
活
・
環
境
、
産
業
・
国

際
)
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

-
今
後
、
各
部
会
で
検
討
を
進
め
、
七

月
頃
に
は
、
計
画
の
骨
格
と
な

る
計
画
大
綱
を
取
り
ま
と
め
、

そ
の
後
、
計
画
の
内
容
を
詰
め

な
が
ら
、
十
一
月
頃
に
は
中
問

答
申
が
、
来
年
三
月
頃
ま
で
に

は
最
終
答
申
が
行
な
わ
れ
る
予

定
で
す
。

-
県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
審
議

会
の
検
討
状
況
や
計
画
の
内
容

な
ど
に
つ
い
て
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
本
誌
な
ど
で
随
時
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

固
ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
直
接
ご

意
見
を
お
聞
き
す
る
「
県
民
懇

富山市内で開催された富山県総合開発審議会

とやま音のある風景

行田公園の野鳥とせせうぎ
5つの施設に再編整備され改築が完了したセーナー苑

15 
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世紀の大事業
黒部川第四発電所完成
@着工から 7年の歳月をかけて建設が進

められて主主黒部川第四発電所・ 黒部ダ

ム(通称「黒四J)が、昭和38年のこの日、
完成した。午前7時すぎに放流を開始し、

ごう音がとどろきわたると、かたずをの

んで、見守っていた工事関係者から歓声が

あがったφ人跡未踏といわれた秘境・黒部
峡谷での工事は、 急峻な地形と苛酷な自

然環境により困難を極め、犠牲者も少な

くなかった。延べ 990万人の労働力を投

入し、 上木技術の粋を集めた「黒四」は、

「世紀の大事業」

といわれ、その

後のわが国の経

済発展に果たし

た効果は計り知

れない@世界有

数のアーチ式ダ

ム・黒部ダムは、

現在、多くの観

光客で賑わう。

本誌は白紙100%の再生紙を使用しています。

と
昭和38年6月5日(水)

1963 

-
入
所
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設

づ
く
り
を
基
本
に
五
つ
の
施
設
に
再
編

整
備
。
障
害
者
の
重
度
・
高
齢
化
に

対
応
し
た
ほ
か
、
自
立
を
促
す
た
め
、

独
立
し
た
小
宿
舎
も
設
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、在
宅
の
障
害
者
の
た
め
に

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
充
実
す
る
な
ど
地
域
に
聞
か
れ
た

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

圃
セ
|
ナ
l
苑
が
、
こ
れ
か
ら
も
県
内

の
障
害
者
福
祉
推
進
の
中
核
的
施
設

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

重飽設量障害書 更量設 知巨書者 短産施設 知的樟害者

わかくさ
のやびまほ

は

ぞ ほえ
ぜるか

み丘のの丘こみのE 
の丘 の丘

-
問
合
せ
社
会
福
祉
法
人
セ
|
ナ
|
苑

岱

0
7
6
(4
6
7
)0
6
7
9

談
会
」
を
開
催
す
る
ほ
か
「知
事
へ
の
手

紙
」
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て

意
見
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
新
し
い

総
合
計
画
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

-
問
合
せ

県
庁
計
画
課

8
0
7
6
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4
4
)
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4月

み
の
り
あ
る
男
女
協
同
社
会

ヘ
向
け
て

「

D
u
o
(
デ
ユ
オ
)
の
つ
ど
い
」

-
四
月
二
十
二
日
、
女
性
週
間
(
四
月

十
日
j
十
六
日
)
に
ち
な
ん
だ
行
事
の

一
環
と
し
て
、
「
D
u
o
の
つ
ど
い
」
が

富
山
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

.
"
D
u
o
“
と
は
二
重
奏
の
意
昧
。
男

と
女
が
協
力
し
て
「
み
の
り
あ
る
男
女

協
同
社
会
」
を
築
い
て
い
こ
う
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
当
日
は
、
女
性
の
地
位
向
上
に
取
り

組
む
県
内
の
女
性
団
体
や
男
女
共
同

参
画
推
進
員
な
ど
約
八
百
名
が
参
加
。

国
の
男
女
共
同
参
画
審
議
会
会
長
の

岩
男
喜
美
子
さ
ん
に
よ
る
「
み
ん
な
で

つ
く
ろ
う
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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4月

創
造
性
に
富
む
実
践
技
術
者

を
養
成

北
陸
職
業
能
力
開
発
大
学
校
開
校

-
四
月
六
日
、
北
陸
職
業
能
力
開
発
大

学
校
の
第
一
回
入
校
式
が
、
魚
津
市
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
校
の
前
身
は
富
山

職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

(二
年

制
)
。
こ
れ
ま
で
の
専
門
課
程
(
二
年
)

に
加
え
、
同
課
程
の
修
了
者
及
び
同
等

の
知
識
・
技
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
者
を
対
象
と
す
る
応
用
課
程
(
同
)

が
新
設
さ
れ
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
も
の
で
す
。

女
性
週
間
は
、
我
が
国
の
女
性
、か
初

め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
昭
和
二
十

一
年
四
月
十
日
を
記
念
し
て
設
け
ら

れ
た
も
の
で
、
こ
の
期
間
を
中
心
に
女

性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
啓
発
活
動

が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

口
真
の
男
女
平
等
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
と
か
く
女
性
だ
け
で
考
え
て
き
た

「
女
性
問
題
」
を
社
会
全
体
の
問
題
と

し
て
認
識
し
、
男
女
が
と
も
に
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
伸
び
や
か
に
暮
ら

せ
る
男
女
協
同
社
会
に
向
け
て
、
女
性

も
男
性
も
心
豊
か
に
力
を
合
わ
せ
、
努

力
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

完成当時の黒部ダム

長校崎島るべ述
宇骨』棄のlυ 

古
品励で式校入

・
入
校
式
で
は
、
島
崎
長
一
郎
校
長

が
、
「
最
新
技
術
を
学
び
、
各
分
野
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
」

と
専
門
課
程
二
一
五
名
、
応
用
課
程

七
九
名
の
合
わ
せ
て
二

O
四
名
の
新

入
生
を
励
ま
し
ま
し
た
。

園
同
校
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
な

ど
に
よ
る
生
産
シ
ス
テ
ム
の
変
化
に
適

応
で
き
る
「
実
践
技
術
者
」
の
養
成
を

-
問
合
せ
県
庁
女
性
青
少
年
課

2
0
7
6
(
4
4
4
)3
1
3
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ト内明
講演する岩男蕎美子さん

回 目!?帝
松川

lか画像で、お知らせ提供
富山県情報ボードの設置

県からのお知らせ等を提供する「富山県

情報ボードJ;を、このほど県民会館北側に

設置しました。

情報ボードは、縦1.44m、横1.92mの

大きさで、見やすく、わかりやすい画像に

より、主要施策のPRや行事案内、募集の

告知など幅広く情報提供していくことに

しています。

この情報ボードの設置に伴い、県庁舎

での懸垂幕の掲示を取りやめました。

午前8時~午後8時

-問合せ県庁広報課

岱 076(444)3134

2・ 県広報と世ま 2000.5・6

*運用時間



.富山県と日本・世界の主な河川と海岸までの距離と標高差の比較
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「
保
安
林
」

土
砂
災
害
か
ら
守
る
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

か
~
ょ
う

や
水
源
を
育
成
す
る
働
き
を
も
っ
水
源
酒
養
保

安
林
な
ど
が
あ
り
、
現
在
、
県
土
の
森
林
の
約

三
分
の
二
(
十
九
万
五
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
が
保

安
林
と
芯
っ
て
い
る
。
保
安
林
に
指
定
さ
れ
る

と
伐
採
や
開
発
が
規
制
さ
れ
る
。

ぐ
ほ
か
、
雨
水
が

一
気
に
河
川
に
流
れ
込
む

の
を
抑
え
る
働
き
を
し
ま
す
。
と
の
た
め
、

県
で
は
、
森
林
の
な
か
で
も
特
に
防
災
機
能

ほ

晶

ん

り

ん

が
高
い
も
の
を
「
保
安
林
」
に
指
定
し
、
森
林

の
機
能
が
保
て
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
土
石
流
や
山
崩
れ
の
危
険
が
あ
る
と
こ

ろ
に
は
治
山
ダ
ム
や
土
留
工
な
ど
を
設
置
し

て
災
害
を
防
ぎ
、
苗
木
を
植
栽
す
る
こ
と
で

森
林
の
造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
県
内
に
は
、
九
百
十
七
箇
所
の
山

腹
崩
壊
危
険
地
区
が
あ
り
ま
す
。

県
で
は
、
第
九
次
治
山
事
業
七
箇
年
計

画
(
平
成
九
年

i
十
五
年
)
に
基
づ
き
、
計

画
的
に
森
林
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

1，200 

1，000 

800 

600 

400 

特集とやまの治山・治水

圃富山県の新第三紀層

今から約2500万年前-200万年前に作られた
地層。当時は、海か現在の内陸部まで侵入して
いたので、泥岩や砂岩で情成されている。

※箇所は重複する所があります。

新第三紀層

危険箇所 箇所数

山腹崩壊危険箇所 917 

地すべり危険箇所 566 

急傾斜地崩壊危険箇所 899 

土石流危険渓流 551 

-主な土砂災害危険箇所

森
林
保
全
が
治
山
・
治
水
の
第
一
歩

県
土
の
約
三
分
の
二

(二
十
八
万
五
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
)
を
占
め
る
森
林
は
、

一
つ
一
つ

の
木
の
根
が
地
面
を
つ
か
ん
で
山
崩
れ
を
防

県広報と哲彦 2000.5・6・ 3

三
方
を
山
に
固
ま
れ
、
北
に
は
海
が
広
が
る
富
山
県
。
豊
か
な

自
然
の
恩
恵
を
受
け
て
私
た
ち
は
日
々
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
自
然
、
が
も
た
う
す
の
は
恵
み
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

集
中
豪
雨
や
地
震
な
ど
が
引
き
金
と
な
っ
て
、
と
き
に
は
大
災

害
を
引
き
起
乙
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

六
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
。
今
月
の
特
集
で
は
、
県
民
の
か

け
が
え
の
芯
い
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
水
害
や
土
砂
災
害

を
未
然
に
防
ぎ
、
ま
た
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
治

山
・
治
水
事
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

水
害
や
土
砂
災
害
と
の
闘
い

一世紀近くにわたり砂防工事カち隼められている「立山カルデラ」

我
が
国
の
国
土
は
、
山
岳
地
帯
か
ら
海
岸

ま
で
の
距
離
が
短
く
、
世
界
的
に
み
て
も
急

流
河
川
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か

を
ゅ
う
し
ゅ
ん

で
も
、
県
内
を
流
れ
る
河
川
の
多
く
は
急
峻

な
山
岳
地
帯
を
流
れ
く
だ
り
、
狭
い
平
野
部

を
貫
い
て
富
山
湾
に
注
ぐ
こ
と
か
ら
流
れ
が

速
く
、
と
く
に
常
願
寺
川
は
、
"
日
本

一
の

暴
れ
川
“
と
さ
え
い
わ
れ
た
ほ
ど
で
す
。

ま
た
、
富
山
県
に
は
、
新
第
三
紀
層
と
呼

ば
れ
る
4

わ
ろ
く
て
崩
れ
や
す
い
地
層
が
広
く

分
布
し
て
い
る
た
め
、
地
す
べ
り
や
が
け
崩

れ
が
起
こ
り
ゃ
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
と
と
か
ら
、
過
去
幾
度
と
な
く

水
害
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
治

山
・
治
水
対
策
は
、
県
民
の
安
全
な
暮
ら
し

ゃ
郷
土
の
発
展
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
明
治
十
六
年
(
一
八
八
三
年
)
に
富
山

崩
凄
直
後
と
復
旧
後

(宇
奈
月
町
音
沢
地
区
)
。
数
基
の

土
留
工
の
設
置
に
よ
り
元
の
姿
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

土
砂
災
害
の
防
止

地
す
べ
り
・
が
け
崩
れ
対
策

粘
土
層
な
ど
の
滑
り
や
す
い
地
盤
で
は
、

地
す
べ
り
や
が
け
崩
れ
が
起
と
り
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
九
年
(
一
九
六
四

年
)
に
氷
見
市
で
起
き
た
地
す
べ
り
で
は
、

岡
市
胡
桃
地
区
の
人
家
八
十
七
戸
が
全
半
壊

す
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

県
内
に
は
、
こ
の
よ
う
な
災
害
の
お
そ
れ

が
あ
る
地
す
べ
り
危
険
箇
所
が
五
百
六
十
六

箇
所
、
急
傾
斜
地
崩
壊
(
が
け
崩
れ
)
危
険

箇
所
が
八
百
九
十
九
箇
所
あ
り
、
山
の
斜
面

が
動
か
な
い
よ
う
に
地
下
水
存
抜
い
た
り
、
斜

面
を
同
定
し
た
り
す
る
工
事
を
行
い
、
地
す

べ
り
、
が
け
崩
れ
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

県
が
石
川
県
か
ら
分
県
独
立
し
た
の
も
、
治

山
・
治
水
対
策
を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
以
来
、
富
山

県
で
は
、
県
民
の
生
命
や
財
産
亭
守
る
た
め
、

こ
の
険
し
き
県
土
を
相
手
に
、
泥
ま
み
れ
に

な
っ
て
格
闘
し
な
が
ら
、
山
を
鎮
め
、
川
を

治
め
て
き
て
い
ま
す
。

-治山・治水事業費の
富山県と石川県との比較

公共事業施行対策北陸地方協議会まとめ

(平成10年度実績)

※金額は、園、県、

市町村等が行う公共

事業費の合計額

572f.慧円

1，063億円

富
山
県幹 『片山 一--...植~~':..\ '

地すべりで押しつぶされた家屋(氷見市胡桃地区)
町りわ〈

斜面の勾配を緩くして法枠工を組む (高岡市五十里地区)

4・ 県広報と13ま 2000.5.6



土
石
流
対
策

集
中
豪
雨
な
ど
で
発
生
す
る
土
石
流
は
時

速
四

0
キ
ロ
と
自
動
車
な
み
の
ス
ピ
ー
ド
に

な
る
と
き
も
あ
り
、
と
て
も
危
険
で
す
。
土
石

流
災
害
は
、
急
な
河
川
や
谷
の
出
口
に
あ
る

扇
状
地
で
よ
く
起
こ
り
ま
す
。

県
内
に
は
、
五
百
五
十

一
の
渓
流
が
土
石

流
危
険
渓
流
に
な
っ
て
お
り
、
主
に
砂
防
ダ

ム
を
設
置
し
て
、
そ
の
対
策
に
努
め
て
い
ま

す
。
砂
防
ダ
ム
は
、
水
を
堰
き
止
め
る
、
い

わ
ゆ
る
ダ
ム
と
遠
い
、
土
砂
を
貯
留
し
、
下

流
へ
の
流
出
を
調
整
す
る
働
き
を
し
ま
す
。

県
で
は
、
第
四
次
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
五
箇
年
計
画
(
平
成
十
年
j
十
四
年
)
及
び

第
九
次
治
水
事
業
七
箇
年
計
画
(
平
成

九
年
j
十
五
年
)
に
基
づ
き
計
画
的
に

地
す
べ
り
、
が
け
崩
れ
や
土
石
流
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

_. 

設置前

-砂防ダムの働き

設置後

行
い
、
洪
水
に
対
す
る
安
全
性
を
高
め
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
流
の
山
あ
い
に
ダ
ム
を
造
り
、

下
流
に
流
れ
る
水
量
を
調
整
す
る
こ
と
で
洪

水
を
防
い
で
い
ま
す
。
ダ
ム
は
、

生
活
に
必

要
な
水
道
用
水
、
工
業
用
水
な
ど
を
確
保
す

る
ほ
か
、
水
力
発
電
な
ど
水
資
源
の
開
発
な

ど
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
は
、
昭
和

三
十
六
年
(
一
九
六

一
年
)
に
完
成
し
た
室

牧
ダ
ム
(
八
尾
町
)
を
は
じ
め
、
十
四
の
県
営

ダ
ム
(
建
設
省
所
管
分
)
を
管
理
す
る
と
と
も

く

ぷ

す

に
久
婦
須
川
ダ
ム
(
八
尾
町
)
な
ど
の
建
設
を

進
め
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
第
九
次
治
水
事
業
七
箇
年
計

画
(
平
成
九
年
j
十
丘
年
)
に
基
づ
き
計
画
的

に
、
安
全
な
河
川
n

つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

特集とやまの治山・治水

人
里
離
れ
た
奥
地
で
富
山
平
野
を

守
っ
て
い
る
立
山
砂
防

県
内
で
進
め
ら
れ
て
い
る
代
表
的
な
治
水

砂
防
対
策
の
ひ
と
つ
に
「
立
山
砂
防
」
が
あ

り
ま
す
。一

世
紀
近
く
に
わ
た
り
、
人
里
離

れ
た
立
山
カ
ル
デ
ラ
内
で
行
わ
れ
て
い
る
砂

防
工
事
は
、
我
が
国
存
代
表
す
る
大
規
模
な

砂
防
事
業
で
す
。

安
政
五
年
(
一
八
五
八
年
)
に
起
き
た
大
地

お
お
と
ん
び
や
ま
こ
と
ん
び
や
ま

震
に
よ
り
大
鳶
山
・
小
鳶
山
が
崩
壊
し
、
約

四
億
立
方
メ
ー
ト
ル
(
東
京
ド
l
ム
の
約
三

三
O
杯
分
)
も
の
大
量
の
土
砂
が
立
山
カ
ル
デ

ラ
内
に
流
入
、
土
石
流
と
な
っ
て
富
山
平
野

を
襲
い
ま
し
た
。
土
砂
が
川
底
に
貯
ま
り
、
天

治
山
・
治
水
対
策
と
そ
の
効
果

こ
の
よ
う
に
、
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
治

山
・
治
水
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、

水
害
や
土
砂
災
害
の
防
止
に
効
果
を
上
げ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の

一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

災
害
に
よ
る
被
害
は
、
そ
の
時
々
で
の
気

象
状
況
等
の
遠
い
に
よ
り
、
単
純
に
比
較
で

き
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
興
味
深
い
デ
l
タ
が

あ
り
ま
す
。

平
成
十
年
、
こ
の
年
は
七
月
か
ら
八
月
に

か
け
て
時
間
最
大
雨
量
六
十
四
ミ
リ
(
上
市

町
)
を
は
じ
め
と
す
る
記
録
的
な
集
中
豪
雨

が
県
内
を
襲
い
ま
し
た
。
規
模
的
に
は
、
近

年
で
は
特
に
被
害
の
大
き
か

っ
た
昭
和
四
十

四
年
八
月
に
起
き
た
豪
雨
に
近
い
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
八
月
豪
雨
の
時
は
尊
い
人

命
を
失
い
、
経
済
や
生
活
基
盤
に
も
大
き
な

影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
被

害
と
比
べ
る
と
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
ご

と
が
分
か
り
ま
す
。

県営ダム最大規模の境川ダム (上平村)

川幅の拡幅と床止め工で安全性を高めた小矢部)II(福光町)

井
川
と
な
っ
た
常
願
寺
川
は
、
そ
の
後
も
た

び
た
び
洪
水
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

県
は
、
明
治
三
十
九
年
(
一
九
O
六
年
)

か
ら
立
山
カ
ル
デ
ラ
内
で
砂
防
工
事
を
始
め

ま
し
た
が
、
大
雨
の
た
び
に
発
生
す
る
土
石

流
に
よ
り
砂
防
施
設
が
破
壊
さ
れ
、
多
額
の

費
用
を
必
要
と
す
る
難
工
事
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
県
は
、
国
に
よ
る
砂
防
工
事
を

強
く
要
望
し
、
大
正
十
五
年
(
一
九
二
六
年
)

か
ら
は
国
直
轄
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
国
直
轄
事
業
」
(
砂
防
事
業
の
場
合
)

施
土
上
技
術
的
に
難
し
い
場
合
や
多
額
の
費

用
を
必
要
と
す
る
場
合
な
ど
に
、
県
に
か
わ
っ

て
園
、が
実
施
す
る
事
業
。
直
轄
と
い
っ
て
も
す

べ
て
の
費
用
を
国
が
負
担
す
る
の
で
は
な
く
、

県
も
負
担
し
て
い
る
。
負
担
割
合
は
国
が
三
分

の
二
、
県
が
三
分
の
つ
な
お
、
県
負
担
分
の

約
九
割
は
地
方
債
(
地
方
交
付
税
で
償
還
財
源

が
措
置
さ
れ
る
)
で
賄
わ
れ
る
。

立山カルデラ内の多枝原平砂防ダム群

こ
れ
ま
で
、
立
山
砂
防
で
は
、
昭
和
十
四

年
に
設
置
さ
れ
た
白
岩
砂
防
ダ
ム
(
国
登
録

有
形
文
化
財
。
平
成
十

一
年
登
録
)
や
、
四
十

近
く
の
砂
防
ダ
ム
が
階
段
式
に
建
ち
並
ぶ

だ

し

わ

ら

多
枝
原
谷
の
砂
防
ダ
ム
群
な
ど
百
基
以
上
の

砂
防
ダ
ム
を
は
じ
め
、
床
固
工
・

護
岸
工
な

ど
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
カ
ル
デ

ラ
内
に
は
今
も
約
二
億
立
方
メ
ー
ト
ル
も
の

土
砂
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
量
は
富
山
平
野

を
二
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
で
埋
め
尽
く
す
ほ
ど

で
す
。
こ
の
た
め
、
最
近
で
も
年
平
均
約
六
十

億
円
の
事
業
費
を
投
入
し
、

富
山
平
野
を
土

砂
災
害
か
ら
守
る
た
め
砂
防
施
設
の
設
置
を

昭和44年と平成10年の豪雨による被害の比較

・家屋被害の比較

7.470 

「
昭
和
四
十
四
年
八
月
豪
雨
」

県
東
部
山
沿
い
地
方
を
中
心
に
驚
異
的
な

集
中
豪
雨
が
襲
い
、
北
陸
本
線
や
国
道
八
号

線
等
、か
寸
断
さ
れ
た
ほ
か
、
死
者
五
名
、
家

屋
等
の
浸
水
被
害
約
九
七
O
O
戸
芯
ど
大
被

害
を
引
き
起
こ
し
た
。

進
め
て
い
ま
す
。

立
山
砂
防
の
事
業
の
多
く
は
、
人
里
離
れ

た
奥
地
で
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

一
般
の

方
々
に
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
た
め
、
立
山
砂
防
の
歴
史
や

事
業
の
内
容
を
紹
介
す
る
「
立
山
カ
ル
デ
ラ

砂
防
博
物
館
」
を
平
成
十
年
に
開
館
し
ま
し

た
。
同
館
で
は
立
山
カ
ル
デ
ラ
そ
の
も
の
を

屋
外
展
示
物
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

一
般
の
方
々
も
「
体
験
学
習
会
」
を
通
し
て
、

現
地
に
直
接
出
向
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県広報と世ま 2000.5.6・ 5

「
体
験
学
習
会
」
の
問
合
せ

立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
体
験
学
習
会
係

包
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聞最近10年間の立山砂防事業費の推移
単位億

事業主主 |平成10年度は、国の経済対 |
、負担分|策により、有利な財源で事l
l'業を進めたため、伸び大。 J
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安
全
芯
河
川
“
つ
く
り

県
内
の
河
川
は
急
流
河
川
の
た
め
、
堤
防

や
護
岸
が
損
傷
す
る
な
ど
の
水
害
が
頻
繁
に

発
生
し
て
い
ま
す
。
乙
の
た
め
、
川
幅
の
拡

幅
や
堤
防
の
強
化
、
上
流
か
ら
別
ル
l
ト
で

新
し
い
川
を
つ
く
る
放
水
路
の
建
設
な
ど
を

-人的被害の比較

。

I¥j平zfE換算約124億円(当時)

-公共土木施設被害額の比較

昭和44年

8月豪雨 l

災
害
と
の
闘
い
は
、
こ
れ
か
う
も
続
く

急
峻
な
山
岳
地
帯
と
そ
と
か
ら
流
れ
く
だ

る
急
流
河
川
、
我
が
固
有
数
の
降
雨
・
降
雪

ぜ
い
口
ゃ
く

地
帯
、
脆
弱
な
地
層
、
そ
し
て
、
大
規
模
崩

壊
地
・

立
山
カ
ル
デ
ラ
。

富
山
県
で
は
、

置
県
以
来
、
県
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、
積
極
的
に
水
害
や
上

砂
災
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
現
在
、
「
住
み
よ
い
県
」
と
し
て
全

国
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
高
い
評
価
を
得
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、

「天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
自
然
災
害
は、

い
つ
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
脅
か
さ
な
い
と
も

限
り
ま
せ
ん
。

県
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

災
害
に
強
い
県
土
m

つ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
治

山
・
治
水
対
策
に
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

6 ・ 県広報~~苦 2000.5 ・6



ク
ロ
ー
ズ

CLOSE UP生活環境に配慮した大型后の立地へ

生活環境に田慮した
大型屈の立地ヘ

-大規模小売庖舗立地法における手続きの流れ

-E司~ヨ・-・ifjIDT ~'1 

通知

確羽
田u

県は、必要があれば、関係法令との謁撃
を行います。

提出

提出

置童書翠E主調
出庖(変更)計画
説明書の作成

設置者は、届出の前に「出居(変更)計画
説明書」を作成して、県に提出します。

大規模小売庖舗の
新設・変更の届出

設置者は、新設変更の8ヶ月前まで
に県に届け出ます。

一大規模小売居舗立地法-

大型屈の出屈により発生が懸念される交通、騒音、ゴミなどの

問題に事前に対処し、大型届と周辺の生活環境との調和を図る

ため、6月1日から「大規模小売庖舗立地法」が施行されます。
県lま、届出内容を4ヶ月間公表します。

社
会
的
要
請
に
応
え
る
大
府
立
地
法

こ
れ
ま
で
大
型
庖
の
出
府
に
当
た
っ
て

は
、
「
大
規
模
小
売
庖
舗
法
(
大
居
法
ご
に
よ

っ
て
庖
舗
面
積
や
閉
庖
時
刻
等
を
調
整
し
'て

き
ま
し
た
。

大
厄
法
は
底
舗
の
大
き
さ
に
着
目
し
、
経

済
上
の
利
益
を
調
整
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
出
庖
に
よ
る
交
通
渋
滞

や
騒
音
の
発
生
等
の
周
辺
の
生
活
環
境
の
悪

化
を
防
ぐ
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
は
、
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
規
模
小
売
庖
舗
立
地
法
(
大
庖
立
地
法
)

は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
要
請
に
応
え
て
い

こ
う
と
す
る
制
度
で
す
c

な
お
、
こ
の
大
厄

立
地
法
の
施
行
に
伴
い
、
中
小
小
売
業
者
の

保
護
を
目
的
と
し
た
従
来
の
大
届
法
は
廃
止

さ
れ
ま
す
。

| 意見書|
提出

周知

説明

生活環境の保持の見地からの
意見書を提出します。

|意見書|
提出

通知

|意見|

提出された意見等を踏まえ、届出の
内容を審査し、生活環境の保持の見
地からの意見を警面で述べます。

|公告・縦覧|

県|ま、意見を1ヶ月間公表します。

|公告・縦覧|

県は、提出された意見蓄を
1ヶ月間公表します。

|説明会の開催 | 
設置者は、届出から2ヶ月以内に地元
市町村で説明会を開催します。

、I
l
l
1
'
I

』
白
川
に
り

時
容
忽

の
内
に

そ
出
能

ベ
居
可

j

:

、

ト

k
J
h
υ

合
引
始

崎
終
調

し
ア
業

な
を
営

が
続
た

。

見
手
っ
す

意
で
沿
ま

I
l
l
i
-
-

み
ん
な
で
考
え
る
ま
ち
づ
く
り

大
型
庖
の
出
席
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
都

市
計
画
法
な
ど
土
地
利
用
関
係
法
令
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
出
庖
の
可
否
を
確
認
し
、
出
庖

可
能
と
な
れ
ば
大
庖
立
地
法
に
よ
っ
て
、
周

辺
の
生
活
環
境
の
保
持
の
観
点
か
ら
庖
舗
の

配
置
や
運
営
方
法
に
つ
い
て
調
整
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
大
型
屈
の
出
庖
に
よ
っ
て
発

生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
交
通
渋
滞
、
騒

音
問
題
、
ご
み
問
題
な
ど
に
対
し
て
、
住
民

や
市
町
村
等
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
大
型

庖
の
設
置
者
に
配
慮
を
求
め
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

-大庖法と大庖立地法のちがい

区 分 大庖法(旧法) 大自立地法(新法)

主な目的 中小小売業の保護など 周辺地域の生活環境の保持など
(経済的規制) (社会的規制)

対 象 庖舗面積500m2超 庖舗面積1.OOOm2超
(生協、農協も対象)

運用主体 通商産業大臣 都道府県・政令指定都市
(3，OOOm2以上)
都道府県知事
(500m2超3.000m2未満)

主芯規制内容 庖舗面積、閉庖時刻、年間 駐車台数、騒音対策、廃棄物
休業日数などを出居地の の保管砿どを地域の実情に
商業実態に合わせ調整 合わせ調整

周知通知

| 
提出

} 変更する旨の届出 I I公告・縦覧
設置者は、県からの意見を受けてか 県は、届出内容を4ヶ月間公表します。

52ヶ月以内に対応策を提出します。

県の意見を適正に反映してお

らず、周辺地域の生活環境に

著しい悪影響がある場合、市

町村の意見を聴き、必要な措

置をとることを勧告することが

できます。

県広報と哲彦 2000.5.6・ 7

求
め
ら
れ
る
設
置
者
・
住
民
・
行
政

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

大
厄
立
地
法
で
は
、
地
方
分
権
の
推
進
と

い
う
観
点
か
ら
運
用
主
体
が
固
か
ら
県
に
代

わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
手
続
き
が
公
告
・
縦

覧
等
に
よ
る
情
報
公
聞
を
行
い
な
が
ら
進
む

仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
が
反
映
さ
れ
や
す
い
制
度
に
な
っ
て
い

ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
域
の
生
活
環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

ま
ち
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
姿
勢

が
望
ま
れ
ま
す
。

一
方
、
設
置
者
に
は
、
地
域
の
生
活
者
で

も
あ
る
顧
客
の
評
価
が
大
き
く
業
績
に
影
響

す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
盾
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

県
で
は
、
住
民
の
皆
き
ん
と
と
も
に
、
大

型
底
の
出
庖
に
よ
る
生
活
環
境
へ
の
影
響
に

つ
い
て
、
大
型
庖
と
地
域
と
の
調
和
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

情報の提供

日韓公表

村町市る

「
l
」

日

一豊

明主

一見一

一一概

一意一

語

cー
域
意

h
E
V

地
に

提出

正当な理由がなく勧告に従わ

ない場合

通知

|公表!

県は、正当な理白がなく勧告に従わ
ない設霞者を富山県報に登載し、公

表します。

|勧告|

|公告|

通知

生活環境の保持
環境と調和のとれた出庖計画ft076(444) 3253 

。 公告:富山県報に登載します。

縦覧 :県庁商業振興課で行います。

・問合せ ・ご意見は、県庁商業振興課まで

8・ 県広報と哲彦 2000.5・6



回国園園園圏困

海
と
魚
の
最
前
線
。

新
し
い
交
流
の
拠
点
が
誕
生
。

氷
見
の
新
し
い
顔
は
、

美
し
い
景
観
と
新
鮮
な
昧
。

「道の駅氷見J。大型車10台と普通車200台収容の広い駐車場が整備されている。青い屋根が「氷見フィッシャーマンズワ
ーフ海鮮館」。

とやま感動案内

道の駅氷見

比美乃江大橋

4月21日に行われた開通式。テープカッ
トのあと、渡り初めが行われた。

ライトアップされた比美乃江大橋。白い光に照らされ、 夕閣の氷見漁港に気品のある美しい姿を見ぜる。

氷見市観光情報センターでは、氷見の四

季を紹介するビデオの放映や観光ボラン

ティアの案内などが行われている。
海鮮レストランでは、新鮮な氷見の魚介類を使った料理が味わえる。

約200席あり、 畳席も用意されている。

道の駅氷見

-氷見フィッシャーマンズワーフ海鮮館

営業時間/海鮮レストラン

平日 土曜/午前ア時~午後9時
日曜祝日/午前7時~午後6時
海鮮市場・漁師の后

午前ア時~午後6時
氷見うどん

午前ア時~午後8時
その他 午前8時30分~午後6時

休業日/水曜日

問合 せ/ft0766(74) 71 00 

-電車で
JR氷見線氷見駅下車徒歩約15分

.自家用車で
北陸自動車道小杉ICから約35分
能越自動車道高岡ICから約20分
(7月19日開通予定)

氷見フィッシャーマン史フーフ海鮮館からプレゼツト

カ濁ります。詳しくは13ペジをと覧くださし」

綱元さんたちが直接魚を売る

「漁師のi6J。その日の漁の具合
によって、並i3i魚もいろいろ。

[海鮮館見取り図]

海鮮レストラン

朝収穫した野菜が並13i農産物直販屈。季

節の山菜なども新鮮。

県広報t-~ま 2000.5・6 ・ 9

港
と
都
市
の

新
し
い
交
流
が
始
ま
る

海
越
し
に
望
む
立
山
連
峰
と
富
山
湾
の

恵
み
。
雄
大
で
豊
か
な
自
然
が
息
づ
く
氷
見

に
、
新
し
い

「道
の
駅
」
が
同
月
二
十

一
日

に
誕
生
し
た
。
氷
見
は
、
寒
ブ
リ
な
ど
美
味

し
い
魚
、が
水
揚
げ
さ
れ
る
こ
と
で
全
国
的
に

知
ら
れ
て
お
り
、
活
き
の
い
い
昧
を
求
め
て

訪
れ
る
人
も
多
い
。
道
の
駅
氷
見
は
、
旧
魚

市
場
跡
地
に
建
設
さ
れ
、
全
国
で
も
珍
し

い
漁
港
に
あ
る
道
の
駅
で
あ
る
。

休
憩
・
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
気
軽

に
利
用
で
き
る
道
の
駅
は
、
地
域
の
特
産

品
や
情
報
の
最
前
線
で
も
あ
る
。
道
の
駅

氷
見
に
は
、
「
氷
見
フ
ィ
ッ
シ
ャ
l
マ
ン
ズ

か
い
せ
ん
か
ん

ワ
l
フ
海
鮮
館
」
が
あ
り
、
「
人
・
旬
・
自
然
・

浪
漫
・
喜
び
の
市
場
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
新

鮮
な
魚
や
農
産
物
を
提
供
す
る
ほ
か
、
観

光
情
報
の
案
内
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
海
鮮

館
は
、
人
と
ま
ち
、
海
と
港
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
よ
う
と
進
め
ら
れ
て
い
る
氷
見
地
区
マ

リ
ノ
ベ

l
シ
ョ
ン
計
画
の
中
核
施
設
。

ま
た
、
道
の
駅
の
オ
ー
プ
ン
に
あ
わ
せ
、

臨
港
道
路
の

一
部
と
し
て
整
備
が
進
め
ら

ひ

み

の

え

れ
て
き
た
「比
美
乃
江
大
橋
」
も
開
通
し
た
。

新
鮮
な
旬
の
恵
み
に
出
会
え
る

ブ
ィ

ッ
シ
ャ
l
マ
ン
ズ
ワ
l
ブ
と
は
、
「
漁

師
の
波
止
場
」
と
い
う
意
昧
。
海
鮮
館
は
、

漁
港
に
あ
る
の
で
、
文
字
ど
お
り
波
止
場
の

雰
囲
気
が
体
験
で
き
、
し
か
も
魚
は
新
鮮

そ
の
も
の
だ
。

氷
見
は
、
越
中
式
定
置
網
の
発
祥
地
で

あ
り
、

一
年
を
通
し
て
三
百
種
以
上
の
魚
が

水
揚
げ
さ
れ
る
。
「
海
鮮
市
場
」
や
綱
元
直

営
の
「
漁
師
の
届
」
に
は
、
そ
の
日
の
朝
に
獲

れ
た
魚
、が
並
ぶ
。
新
鮮
さ
が
モ

ッ
ト
ー
で
、

さ
ば
け
た
ら
庖
じ
ま
い
と
な
る
。

海
鮮
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
氷
見
な
ら
で
は

の
料
理
、が
味
わ
え
る
。
漁
師
た
ち
が
朝
食
に

し
て
き
た
「か
ぶ
す
鍋
」
が
人
気
で
、
早
朝
に

魚
市
場
で
の
せ
り
を
見
学
し
た
あ
と
、
こ
こ

で
朝
食
を
と
る
観
光
客
も
多
い
。
そ
の
ほ
か

に
も
、
氷
見
う
ど
ん
の
庖
や
水
産
加
工
物
・

地
元
の
野
菜
な
ど
も
踊
っ
て
い
る
。

氷
見
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
は
、

斜
塔
の
橋

道
の
駅
氷
見
に
隣
接
し
、
上
庄
川
の
河

口
に
架
け
ら
れ
た
比
美
乃
江
大
橋
は
、
高

さ
五
十

一
メ
ー
ト
ル
の
傾
斜
主
塔
が
特
長
。

そ
の
姿
は
、
漁
師
が
大
網
を
力
強
く
引
き

上
げ
て
い
る
光
景
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
橋

の
名
は
、
万
葉
集
に
と
の
辺
り
が
「
比
美
の

江
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
い

る
。
氷
見
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
に
ふ
さ
わ
し

い
品
格
の
あ
る
こ
の
橋
は
、
日
没
後
は
ラ
イ

ト
ア

ッ
プ
さ
れ
、

季
節
ご
と
に
照
明
の
色
が

変
わ
る
の
も
見
ど
こ
ろ
。
春
と
秋
は
す
っ
き

り
と
し
た
白
色
、

夏
は
涼
し
げ
な
薄
青
色
、

冬
は
温
も
り
の
あ
る
淡
黄
色
に
な
る
。

自
然
の
恵
み
を
、
活
気
あ
ふ
れ
る
雰
囲

気
の
な
か
で
堪
能
し
、
海
や
港
と
ふ
れ
あ
う

拠
点
。
そ
こ
に
は
、
氷
見
の
魅
力
が
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
て
い
る
。

10・ 県広報と甘苦 2000.5・6



と
や
ま
の

障
害
乗
り
越
、
ぇ

福
祉
施
設
へ
出
張
サ
ー
ビ
ス

………………… 2000隼固体インフォメーション…………...・ M ・.... 

夏季大会関全式

?ZZ殺言5開閉会式
ときめきがいっぱいの、

さわやかな感動を体験しませんか。

今年の富山を熱くする2000年国体。夏季・秋季大会の開会式

観覧の申込受付が始まり、きらりんぴっく富UJの開・閉会式観覧

者ももうすぐ受付開始です。ときめきと感動が広がる開・閉会

式を、選手たちとひとつに芯って盛り上げてみませんか。きっと

さわやかな感動に包まれることでしよう。

旭屋ラーメン庖長

ほり あきら

堀彰さん
1963年生まれ

高岡市に住む堀彰さんは、 29歳のとき、クレーン操作の仕事

中に脳溢血で倒れ、右半身に重いマヒが残った。リハビリ

の後、新しい人生のために決断したラーメン庖開業。6年目

を迎えた今、ボランティアとして施設ヘラーメン作りに出向

くなど、エネルギッシュな日々を過ごしている。

庖
内
は
厨
一房
で
働
く
堀
さ
ん
の
姿
が
、

お
客
さ
ん
か
ら
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
「
障
害
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
自
分

を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
と
い
う
自
分
自
身
の

問
題
な
ん
で
す
」
と
語
る
堀
さ
ん
の
心
に

は、
N

生
涯
リ
ハ
ビ
リ
H

N

生
涯
修
業
H

の

言
葉
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

子
供
た
ち
の
笑
顔
が

か
け
が
え
の
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
庖

一
年
目
か
ら
、
堀
さ
ん
は
定
休
日

を
利
用
し
、
養
護
学
校
な
ど
福
祉
施
設
へ

出
向
い
て
ラ
ー
メ
ン
を
作
る
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
。

か
つ
て
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
リ
ハ
ビ

リ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
堀

さ
ん
に
、
や
る
気
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
、

養
護
学
校
に
通
う
生
徒
た
ち
だ
っ
た
。
い

ろ
い
ろ
な
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
っ
て
も
、
明
る

く
生
き
る
子
供
た
ち
の
姿
。
ラ
ー
メ
ン
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
今
こ
う
し
て
自
分
が
頑
張

っ
て
い
る
姿
を
見
せ
る
た
め
で
も
あ
る
。

「
子
供
た
ち
は
、
僕
が
行
く
日
を
H

ラ
ー
メ

ン
の
日
H

と
言

っ
て
楽
し
み
に
待
っ
て
い

て
く
れ
ま
す
。
僕
も
、
子
供
た
ち
が
喜
ん

で
は
し
ゃ
ぐ
姿
や
笑
顔
を
見
ら
れ
る
の
が
、

と
て
も
楽
し
み
で
、
僕
の
方
が
パ
ワ
ー
を

も
ら
っ
て
い
る
ん
で
す
。」

自
分
が
支
え
ら
れ
て
頑
張
れ
た
よ
う

に
、
み
ん
な
に
も
元
気
を
あ
げ
た
い
。
そ

の
思
い
に
、
子
供
た
ち
も
堀
さ
ん
に
大
き

な
も
の
を
返
し
て
く
れ
る
。一

杯
の
ラ
ー

メ
ン
の
温
も
り
が
、
そ
れ
以
上
に
温
か
い

H

生
涯
リ
ハ
ビ
リ
H

H

生
涯
修
業
H

突
然
障
害
を
持
つ
身
と
な
っ
た
堀
さ
ん

に
と

っ
て
、
病
院
を

一
歩
出
た
社
会
の
現

実
は
、
必
死
で
耐
え
た
リ
ハ
ビ
リ
以
上
に

厳
し
か
っ
た
。
生
計
を
立
て
る
に
は
自
分

で
何
か
始
め
る
し
か
な
い
と
思
い
、
料
理

好
き
だ

っ
た
特
技
を
生
か
し
て
ラ
ー
メ
ン

屈
を
開
業
す
る
こ
と
を
決
意。

左
手
の
み

の
ラ
ー
メ
ン
修
業
を
続
け
、
退
院
か
ら
二

年
後
の

一
九
九
四
年
十
二
月
に
庖
を
オ
ー

プ
ン
し
た
。区 分 iZ』三 場 申込の受付 入場料金

夏季大会開会式
富山県高岡総合ブール 6月30肖日印(金有)まで

9月9日(土) ※当日; 効 300円

メインスタンド 1.000円

秋季大会開会式 富山県総合運動公園 7月14日(金)まで サイドスタンド 700円

10月14日(土) 富山県陸上競技場 ※当日消印有効 J¥ックスタンド、 700円
芝スタンド 500円

2000年とやま国体

-当日は入場券が芯いと入場できません。当日券の販売はありませんので、事前にお申し込みいただく必要があります0

・市役所・町村役場、郵便局などに備え付けの「入場券販売チラシ」裏面の申込書に必要事項を記載し、往復はがきに貼つ

て、お住まいの市役所・町村役場「国体入場券販売係Jにお申し込みください。
・申込者多数の場合は抽選により観覧者を決定し、当選または落選の通知を発送します。

・詳しくは、入場券販売チラシ、または2000年国体インターネットホームページ、をご覧ください。

お住まいの市役所・町村役場の「国体入場券販売係J ~第55回国民体育大会あいの風夢のせて

NTTハローダイヤル | 8 :00~20:00I n076 (431) 8600 ・I@2000年とやま国体
・夏季大会 9月9日[jゴ-12日凶

2000年国体インターネットホームページhttp://www.pref.toyama.jp/lく01くutail ・秋季犬蚕 10月14日ifi-19自国

問合せ先

きらりんひ。っく富山
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心
の
つ
な
が
り
を
育
ん
で
い
く
。
手
を
取

っ
て

一
緒
に
ラ
ー
メ
ン
を
作
る
子
供
た
ち

の
表
情
に
も
輝
き
が
あ
る
。

障
害
を
持
っ
た
か
う
こ
そ
あ
る

今
の
人
生

堀
さ
ん
の
屈
に
は
、
今
年
四
月
、
高
岡

養
護
学
校
を
卒
業
し
た
女
性
ス
タ

ッ
フ
も

加
わ
り
、
総
勢
八
人
が
働
い
て
い
る
。一

番
弟
子
は
、
堀
さ
ん
と
同
じ
く
右
腕
が
利

か
な
い
が
、
今
は
相
棒
と
呼
べ
る
ま
で
に

成
長
し
た
。
そ
う
や

っ
て
人
を
育
て
る
の

も
、
堀
さ
ん
の
夢
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

「
彼
が
独
立
し
た
ら
、
同
じ
立
場
の
障
害

者
を
雇
い
入
れ
て
教
え
る
だ
ろ
う
し
、
私

も
ま
た
新
し
い
人
を
育
て
ら
れ
ま
す
か
ら
」

仲
間
の
輪
を
広
げ
、
み
ん
な
と

一
緒
に
仕

事
を
し
て
い
き
た
い
。
「障
害
を
持
っ
た
か

ら
こ
そ
あ
る
今
の
人
生
を
、
ほ
ん
と
う
に

幸
せ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
言
い
切
る

言
葉
が
力
強
く
響
い
た
。

入場料金申込の受付

6月12日(月)
~9月 11 日(月)
※必着

場

富山県総合運動公園
富山県陸上競技場

ぷ』
:z:s; 

開会式 10月28日(土)

分区

料

-開会式、閉会式ともに入場整理券がないと入場できません0

・入場整理券の発行は原則として先着順とします。

※申込数が予定数に達したときは、申込期間中であっても受付を中止するととがあります0

・申込の方法など詳細は市役所や町村役場なと1こ備え付けのリーフレッ卜、または
2000年国体インターネットホームページ(http://www.pref.toyama.jp/lく01くutai/)をご覧ください。

無

閉会式 10月29日(日)

図 器官33芝富山
10月28日田-29日固

2000年国体富山県実行委員会事務局身体障害者スポーツ大会室

n076 (444) 8600 
となみ養護学校で、生徒たちと一緒にラーメンを作

る堀さん(中央)。

問合せ先

• • ・......................................................................................
12・ 県広報とi3ま 2000.5・6



明..，1.d-fc);情報
[微空]へのアプローチ米林雄一展
[6/3(土)~7/23 (日)]
富山ゆかりの作家、米林雄一氏の代表作を
展示し、その深遠な魅力を広く紹介します。

一般700円/高・大500円/小・中 350円

9:30~17:00 

⑮月曜・祝日の翌日
常設展示観覧料
一般200円高・大 160円小・中 100円

夏のクラフトランド

[6/3 (土)-7/9(日)] 
針金でいろいろな作品を作ります。
材料費100-200円

パソコンでカレンダーづくり

[6/3 (土)~ア19(日)] 
自由に絵や模犠を描いた夏休みのカレンダー|霊
を作ります。 I溝

重参加費100円

9 :30~17 : 00 

⑮ 火曜・第47./<曜・祝日の翌日
入館無料

園園調

園E

固圏

園t

企画展示「植物写真展J
[6/16 (金) ~28(水) ]
講習会で写された圏内の植物写真を展示します。

請座・講習会「草笛を楽しもうJ
[6/24 (土)・25(日)午前と午後l
簡単に遊べる草笛を作って楽しみます。

いずれも入園料は必要となります。

圏ト9:00 00⑮ 木曜・祝日の翌日
由つ00回時 600田

歴史講座 一富山県のあゆみを学ぶー

いろいろな歴史資料などを使って富山県の

歴史を学びます。

絵画史料としてみた立山霊奈羅
[61日(木) 10:00~12:00 ] 

高岡の蘭方医長崎家
[6/22 (木)10・00-12:00]

金沢からみた富山の近代
[71巴(木) 10: 00~12:00 ] 
※いずれも要申込

9:00-17:00 
⑮ 土曜・日曜・祝日 入館無料 |岳地

かづみ野音楽祭2000

「かづみ野吹奏楽団演奏会」
[6/18 (日) 14:00~] 
新川地区を拠点に活動する3つの社会人吹奏
楽団の合同演奏を披露します。

前売600円 (当日700円)

山下洋輔+ロパの音楽座

「もけらもけらコンサートj
[フ/フ(金)18:30-] 
ジャズと古楽器が融合した愉快な即興演奏

やパフォーマンスを繰り広げます。
3，500円

わくわくシアター定期上映会rJWFマンスリーJ
ジャパン-ワイルドライフ-フェスティJUレ(JWF)
の作品を上映します。
[6!7(水)]昆虫たち [614(水)]隈虫類たち
[6/22 (木)]極限世界 [628(水)]鳥たち
いすれも17 : OO~ 1 9: 00 
入場無料

山岳映像イベント2000
山の映画を見る会 ーいま建る日本最初期の山岳映像-

[6/24 (土) 1 4:00~ ] 入場無料

映画とトークで日本の山岳映画の始まりの

時期を回顧します。

14・ 県広報と廿ま 2000.5・6

JA北飽本線
・=-・co・E
子園 3 
公文・館 川

.~閣b酎 真理山
~ ---
幅置富山車固. 富山士橿

SF訊

「京都の日本画一京都画壇の俊英たちーJ
[6/25 (日)まで]
京都市立芸術大学芸術資料館所蔵晶を中心
とした近代の日本画55点を展示します。
一般900円/高・大6δ0円/小・中450円

富岡鉄斎展
[ア18(土)~8/20 (日)] 
一般700円/高・大500円/小・中 350円

9:30-17:00 
⑭ 月曜・祝日の翌日
常設展示観貰料(展示室以外は無料)

一般 200円高・大 160円 小・中 100円

特別展「砂防工事とトロッコ鉄道J
[6123 (金)-7/9(日)] 
立山砂防工事事務所のトロ ッコをはじめ、

国内外で活躍するトロッコを紹介します。

特別展「立山カルデラの蝶と蛾」
[7ハ 5(土)~23(日)] 
立山カルデラに生息する蝶や蛾を紹介します。

9:30-17:00 
⑮ 月曜・祝日の翌日
一般400円高・大320円小・中 200円

2000年太閤山あじさい祭り
[6/24(土)~7/2 (日)] 
あじさし酒りの両側で50種2000株や、ふるさと
パレス前て各県のあじさいわ溜賞できます。
行事/あじさい茶会、生け花展、小杉焼展示、フォ

トコンテスト芯ど

太閤山ランドプール聞き

[7ハ5(土)13:00~ ] 

入場無料 (7/16からは有料となります)

0-17:00 
火曜・祝日の翌日
園無料

そうはんてんItん
海王丸総帆展帆

[7/2(日)・20(祝)] 

海王丸パーク誕生祭2000
[7/2 (日)]
海王丸パークの開園田(平成4年7月5日)を
記念して、湾内クlレージ、ンクなどを行いまま占

湾内クルージンクは乗船無料です。(先着順)

nu 
n
U
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nu 

司
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円

丸

川
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日
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∞

白
川
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国

汗
般

入
唱
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第77回春陽展富山展
[6/23 (金)~7/9 (日)]
第フア回春陽展の中かう選抜した代表作と地元

作家の作品を加え1こ約130点を展示します。
司一般500円/高・大400円/小・中 250円

9:00-18:00 
会期中は無休

神崎愛Sジ.ャス‘トリオ
[6/29 (木)19:00-] 
フルーテイストの神崎愛さんが魅力いっぱい
のジャズを披露します。
3，000円(当日3，500円)

ズームアップ!郷土の音楽家たち

コンサート2000
Pa内1(声楽)[7/16 (日)14:00-] 
一般 1，000円/高校生以下500円

Pa内n(ピアノ)[7/17 (月)19・00-]
一般2，000円/高校生以下500円

編集後記

GS・
4月から広報誌の担当者が交代しま し

た。皆さんに興味をもって読んでもら

い、親しみのある広報誌にしていきた

いと考えていますので、ご意見・ご質問

など、どうぞお気軽にお寄せください。

県広報とやまの各世帯配布版は、新聞折

込で各家庭にお届けします。また、通常版

は、次の場所で無料配布するほか、郵送に

よる定期購読も受け付けています。

主な配布箇所

県庁、県刊行物センター(県民会館1階)、

県の各施設、市町村役場、図書館、文化

ホール、公共温泉施設、主なショッピング

センタ一、いきいき KAN(富山駅前C

IC5階)、 ]R駅(-部)、富山空港、東

京事務所、大阪事務所、名占屋事務所

定期購読の申込方法

郵便番号・住所・氏名 ・電話番号・購読

回数(通常版の回数)を明記し、郵送料

として 1fIlJ当たり 160円分の切手を
同封のうえお申し込みください。

※購読)1}!11¥j'!Jは、通常版.dt!HII配布版の両方
を郵送しますが、郵送料の:nmは通常版の分だ
けで結械です

あて先

〒930-8501(1主所不安)富山県庁広報課

「県広報とやま」定期購読係

至JA小杉駅

・県立大学

GS・.環11科学
センター

至高岡 菱富山。
至'1吟I.C 太閤山ランド

2月号プレゼン卜当選者

・蔵回廊のベア入館券と民芸品のミニ深靴

西井恵美子さん(小矢部市)、 野村奈緒美さん

(小矢部市)、 上回澄美子さん(入善町)、沢井

利明さん(小杉町)、藍口順子さん(下村)

正解は「きらりんひ。つく」でした。

3月号プレゼント当選者

・「とやまの音風景JCD

尾崎昌成さん(富山市)、飯田克子さん(富山市)、

網谷園江さん(富山市)、小松栄津子さん(宮山

市)、倉田香鶴子さん(富山市)、牧村和子さん

(富山市)、北島正雄さん(富山市)、窪奇芳光

さん(福岡町)、 山本泰之さん(福岡町)、 金田

時子さん(新潟県)

正解は「大連Jでした。
「 崎町それぞれの刻一シチリアl

.NHK 韮JA富山駅。
61 2庁県民錦・市制
量i 美術館

世1110 
.市立

至難| 図書町 猪

. . . . . . . . . . . . . . 県政ミこのイド ・・・・・・
県では、合併処理浄化槽の普及に取り組んでいます。

いま、私たちの家庭から出る生活雑排水政欠事、洗濯、入浴等による排水)が、水質汚濁

の原因のー っとなっているといわれています。このため、県や市町村では、下水道の整備

に取り組んでおり、公共下水道、合併処理浄化槽等の汚水処理施設を地域の実情に合わ

せて整備を進めています。

合併処理浄化槽は、し尿と生活雑排水を合わせて処理する浄化槽で、下水道と同じレ

ベルの処理能力があり、短期間で、かつ、安

価で設置することができます。なお、し尿の

みを処理する単独処理浄化槽は、生活雑排 』漏出 山

32g 晴 I!
水の処理能力がなく生活環境に悪影響 をお の活れ L______J 

よぼす恐れがあることから、現在、ほとんど

の浄化槽製造メーカーで、製造中止になってい

ます。

私たちの暮らしになくてはならない水を汚

さず快適な生活環境を守っていきましょう。
※数値は1人が1日に排出する汚れの量を800で表したものです。

(800/水中の有機物を微生物か酸素を使って分解するとき必

要とされる駿素量)

設置費用を補助しています

県内の市町村では、合併処理浄化槽の設

置費用の一部を助成しています。現在20

市町村がこの制度を設けており、補助金額

や補助対象地域芯どは市町村によって異な

りますので、詳しくは、お住まいの市町村

の担当課までお問い合わせください。

浄化槽ω去定検査を受けましょう
浄化槽が正しく機能しているのか確認

するため、定期的に検査を受けることが

法律で定められています(設置後の完成

検査とその後年1回の定期検査)。詳し
くは、最寄りの保健所までお問い合わせ

ください。

.問合せは、県庁環境政策課まで ft 076 (444) 3140 

とやまの情報お伝えします![6月の県政番組] ※タイトルは、いずれも仮題です。

こんにちは富山県です 北日本政送テレビ :富山見たモン勝ち チューリップテレビ
毎週日曜11:00-11:30 ・ 第4日曜 10:00-10:52

4日ふるさと探訪立山町 : 25日富山のハイテク

11日全国百選

18日田園風景「散居村」

25日 2000年国体富山県民運動

とやま県間録 FMとやま
毎週月曜~木曜日:30-11:40
毎週土曜 日:30-11:55

とやま超発見! 富山テレビ
フォーカス・イン2 毎週日曜9:00-9:30

4日海岸線を行く②

11日神通川
18日 環境

25日梅雨

このほか、新聞広報やインターネッ トでも県政情

報をお伝えしています。

・新聞広報「県か5のお知5せ」
6月10日の朝刊各紙に掲載予定

・富山県ホームページ

httpゾ./www.pref.toyama.jp/

ご応募 お待ちしています。

-ー‘.... 

一世紀近くにわたり、我が国を代表する砂防工事が行わ

れているのはどこでしょうか。

「立山OOOOJとお答えください。

目応募方法

ハガキに、クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、

年齢、職業と、本誌の感想入手方法を記載。

あて先/〒930-8501(住所不要)

富山県庁広報課「県広報とやま5・6月号」クイズ係

締切/7月3日(消回有効)

正解者の中から5名の方lこ、氷見の魚のクッキンク‘フ、ツク「秘昧御馳走帖」を
プレゼントします。

→答えは特集を読めばわかります。

7月号(通常版)は7月上旬に発行予定です。

県広報と哲彦 2000.5・6・ 13
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の
草
花
が
咲
く
。
三
箇
所
あ
る

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
園
で
は
、
も
う
す
ぐ
四
万
株
の

花
が
美
し
さ
を
競
い
合
う
。

東
側
じ
は
深
い
森
が
あ
り
、
う
っ
そ
う
と
し
た

木
々
に
覆
わ
れ
た
別
世
界
が
現
れ
る
。
せ
せ
ら

ぎ
は
、
時
に
や
さ
し
く
、
時
に
勢
い
よ
く
流
れ
、

軽
や
か
な
音
を
響
か
せ
る
。
あ
た
り
に
は
清
々

し
い
森
の
息
吹
が
満
ち
、
ほ
と
ん
ど
人
の
手
が

加
わ
っ
て
い
な
い
自
然
の
な
か
で
、
生
き
物
た

ち
の
営
み
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

行
田
の
名
は
、
平
安
時
代
に
京
都
祇
園
社
の
荘

ぎ
お
ん
で
ん

園
と
な
り
、
祇
園
田
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
由
来

す
る
と
い
う
。
時
を
重
ね
て
育
ま
れ
た
森
は
、

今
、
自
然
を
大
切
に
す
る
市
民
の
思
い
に
守
ら

れ
て
息
づ
く
。
大
人
た
ち
は
花
に
憩
い
、
子
ど
も

た
ち
は
水
や
生
き
物
と
ふ
れ
あ
う
。
心
の
安
ら

ぎ
、
楽
し
い
時
間
、
自
然
の
優
し
さ
と
厳
し
さ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
、
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な

も
の
を
、
行
田
の
森
は
与
え
て
く
れ
る
。

※
県
内
五
十
箇
所
の
「
と
や
ま
の
音
風
景
」
を
収
録
し
た
C
D
は

市
町
村
図
書
館
な
ど
で
お
聴
き
に
な
れ
ま
す
。
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